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草や木の葉の緑色は色素ｸﾛﾛﾌｨﾙのためです。  

緑色が消える時はｸﾛﾛﾌｨﾙが壊れる時（分解する時）で葉が枯れる時です。  

 

ｸﾛﾛﾌｨﾙがある葉緑体で光合成が行われています。  

 

  光合成･･･ 大気中から取り入れた二酸化炭素と根から吸い上げた水分を原料にして  

       日光のｴﾈﾙｷﾞ- を利用して ﾌﾞﾄ ﾞｳ 糖が作られます。  

 

ﾌ ﾞ ﾄ ﾞｳ 糖を原料として緑葉では 2000種類以上の様々な物質が作られ液胞に貯蔵されます。  

 

日光が強く気温の高い季節（夏から秋）に緑葉での生産が盛んになるので  

貯蔵量が増えて液胞は膨らみその量は葉が枯れる前が最高潮となります。  

 

液胞に蓄えられる主な物質  

 

 1.ﾃﾙﾍﾟﾉｲﾄ ﾞ   

  ﾋ ﾞﾀﾐﾝE･ｶﾛﾁﾝ･ｷｻﾝﾄﾌｨﾙ･ｸﾛﾛﾌｨﾙ･ﾋﾞﾀﾐﾝK･ﾕﾋﾞｷﾉﾝ など  

    a.ｶﾛﾁﾝはｱﾙﾌｧ･ﾍﾞ-ﾀ･ｶﾞﾝﾏの三種類に分かれます。  

    b.ｶﾛﾁﾝとｷｻﾝﾄﾌｨﾙ を合わせて｢ｶﾛﾁﾉｲﾄﾞ｣といいます。  

 

 2.ﾌﾗﾎﾞﾉｲﾄ ﾞ   

    a.2000種類以上ある。    

b.一つの植物が 2000種類以上のﾌﾗﾎﾞﾉｲﾄ ﾞを持っているわけではありません。   

 

 3. ﾎ ﾟﾘﾌｪﾉ-ﾙ  

  ﾀﾝﾆﾝ   

 

 4.ｱﾙｶﾛｲﾄﾞ   

  ﾓﾙﾋﾈ･ｺｶｲﾝ･ｷﾆ-ﾈ･ﾆｺﾁﾝ･ｼﾞ ｷ ﾞﾀﾘｽ  

   a.2500種類以上あります。  

   b.それぞれ特別な植物に限り存在しています。  

    例・ﾓﾙﾋﾈはｹｼの実、ｺｶｲﾝはｺｶの葉など    

 

ｶ ﾞﾝ・老化・生活習慣病など多くの疾患に係っていることが分かってきた「活性酸素」は  

私達の健康管理には欠かすことのできない要因です。                 

 

たいていの植物は日光を浴びて生長します。  

が、日光の紫外線は活性酸素を発生させるので植物は常時活性酸素の ﾀﾞﾒ- ｼ ﾞを受けています  

 

植物は活性酸素対策として前記したような緑葉内で生成されている  

ｶﾛﾁﾝ･ｷｻﾝﾄﾌｨﾙ･ﾋﾞﾀﾐﾝC･ﾋﾞﾀﾐﾝE･ﾀﾝﾆﾝ･ﾌﾗﾎﾞﾉｲﾄ ﾞ･ﾎ ﾟﾘﾌｪﾉ-ﾙなどはその代表物質です。  

 

ﾋﾄが「緑葉」を食べてもその恩恵（抗酸化作用）はｽﾑ-ｽには得られません。  

それらの分子が大きくﾋﾄの腸壁を通り抜けられず吸収ができない為です。    

 

 例その 1･･･ﾀﾝﾆﾝ吸収の問題点    

緑茶を「熱い湯」でいれるとﾀﾝﾆﾝ分子が重合して大きくなり吸収できません  

      「ぬるま湯」でいれればﾀﾝﾆﾝ分子が小さくなり腸から吸収できます。  

 

 例その 2･･･ﾌﾗﾎﾞﾉｲﾄ ﾞ吸収の問題点  

      緑葉のﾌﾗﾎﾞﾉｲﾄ ﾞは糖質と結合した状態「配糖体」という形で存在しており  



      しかも重合しているので分子が大きく吸収できません。  

      焙煎したり、麹で発酵させたりして低分子化すると吸収可能となります。  

 

活性酸素の害が判明してきた現代の食生活・健康管理には  

「その除去」と「吸収」を考えることは必要不可欠なことといえます。  

                                        

（先月の情報でもお知らせしましたが）  

ﾋﾄがｶﾛﾁﾉｲﾄﾞを摂取した場合には①ｶﾛﾁﾝと②ｷｻﾝﾄﾌｨﾙ を吸収できますが、  

馬・牛・羊・像は①ｶﾛﾁﾝのみを吸収し、犬・猫・鼠・兎は両者とも吸収できません。  

 

抗酸化物質の吸収率が良いことはﾋﾄが長寿である理由の一つと考えられます。  

次回に続く（ to be continued on next number）  

1.ﾌﾗﾎﾞﾉｲﾄ ﾞについて    

 

柿の葉の成分に血圧を下げる作用があるとか、 ﾋﾞﾜの葉の成分には鎮痛作用がある等と    

 植物の葉には有効な成分が含まれていることが少なくありません。  

 

 例えば、ｿﾊﾞ粉に含まれているﾙﾁﾝ は動脈硬化や高血圧対策に有効なので  

 成人病予防にｿﾊﾞを食べると良いという説もあります。    

 

ｿﾊﾞに含まれているﾙﾁﾝ はﾌﾗﾎﾞﾉｲﾄ ﾞの一種です。ﾌﾗﾎﾞﾉｲﾄ ﾞは植物の葉の表面に存在しています  

 そしてﾌﾗﾎﾞﾉｲﾄ ﾞは 2000種以上あり、高等植物ほど数多くﾌﾗﾎﾞﾉｲﾄ ﾞを持っています。    

 

 数多いﾌﾗﾎﾞﾉｲﾄ ﾞの中でもｲﾁｮｳの葉に含まれているものが最良とされています。    

 

2.ﾌﾗﾎﾞﾉｲﾄ ﾞの効用    

 

 今から 20年程前に西ﾄﾞｲﾂ の製薬会社がｲﾁｮｳ葉の抽出成分 (ﾌﾗﾎﾞﾉｲﾄ ﾞ)の働きを  

 研究し始めました。多くの臨床実験の結果、その有効性が高く副作用が無いことが    

注目され現在では西ﾄﾞｲﾂ･ﾌﾗﾝｽなどで正式に医薬品として認可されています。    

 

 西ﾄﾞｲﾂ では｢ﾛｰｶﾝ｣､ ﾌﾗﾝｽでは｢ﾀﾅｶﾝ｣という薬品名で主に脳卒中などの  

 脳血管疾患の患者に使用されています。  

 

 西ﾄﾞｲﾂ での臨床実験の結果、以下の様な効果がﾌﾗﾎﾞﾉｲﾄ ﾞにはあるとされています。  

 

  a.もろくなった血管を修復する    

  b.血液量を増す（特に脳内と毛細血管内の血行を改善する）    

  c.血圧を調整する    

  d.血管のｹｲﾚﾝを緩める    

  e.脳内の酸素欠乏を防ぐ    

  f.血糖値を低下させる    

  g.ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ 値を低下させる  

  h.加齢のために収縮した膀胱を広げる    

  i.細胞内でのｴﾈﾙｷﾞｰ 生産量を増す  

 

3.ﾌﾗﾎﾞﾉｲﾄ ﾞは活性酸素を除去する    

 

 活性酸素は四種類ありますが、最も強力なものはﾋﾄﾞﾛｷｼﾙ･ﾗｼﾞｶﾙ です。    

 

 ﾌﾗﾎﾞﾉｲﾄ ﾞはこのﾋﾄﾞﾛｷｼﾙ･ﾗｼﾞｶﾙ を強力に除去してくれます。    

 

 活性酸素が成人病・老化の原因であることを考えると、  



 成人病・老化対策にﾌﾗﾎﾞﾉｲﾄ ﾞが、特にｲﾁｮｳの葉のﾌﾗﾎﾞﾉｲﾄ ﾞが有効なのもうなずけます。    

 

4.ｲﾁｮｳについて    

 

 ｲﾁｮｳは現在、日本・韓国・中国にしか生息していません。  

 西ﾄﾞｲﾂ･ﾌﾗﾝｽなどは日本からｲﾁｮｳの葉を輸入して薬品の原料としています。    

 

 

 

 

 ｲﾁｮｳの葉をそのまま食べてもﾌﾗﾎﾞﾉｲﾄ ﾞの吸収は期待できません。ご注意を！    


